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【背景】自転車利用が健康増進に寄与することは知られているが、歩行制限があるような

高齢者においてもそのような恩恵があるか否かについては明らかではない。そこで本研究

では、高次生活機能［手段的日常生活動作能力（以後、IADL）、知的能動性、社会的役割］

に着目して、自転車利用が歩行制限のある高齢者に与える影響を明らかにすることを目的

とした。 

【方法】調査参加者のうち、自転車を運転したことの無い 63名を除く 614名を解析対象者

とした。月に数回以上自転車に乗る高齢者を定期自転車運転者と定義し、1km 歩き続ける

もしくは手すりを使わず階段を上ることが難しい者を歩行制限者と定義した。高次生活機

能は老研式活動能力指標を用いて測定した。 

【結果】解析対象者のうち 399名が定期自転車運転者であり、そのうち、74名（18.5%）が

歩行制限を有していた。また、166 名の非自転車運転者のうち、49 名が歩行制限を有して

いた。交絡因子を調整したロジスティク回帰分析の結果、歩行制限のある非自転車運転者

は歩行制限のある自転車運転者に比べて IADL と社会的役割が低下しやすいことが明らか

となった。他方で、歩行制限のある自転車運転者は歩行制限のない自転車運転者に比べて、

自転車運転時の転倒の危険性が有意に高いことが明らかとなった。 

【結論】本研究の結果から、歩行制限のある高齢者であっても、自転車を運転する能力や

機会は IADLや社会的役割の維持に有効であることが分かった。しかしながら、歩行制限の

ある高齢者では自転車運転中に転倒しやすいことから、高齢者が自転車を運転しやすい環

境づくりが重要であることが推察される。 
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